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躙
人
合
唱
団
迫
力
の
共
演

壮大に第九感動再び

「世界ひとつJテ ーマ

平和と感動 共有したい
オクサーナ・

ステパニュックさん (ソ フラノ)

年
の
瀬
「風
物
」
待
ち
遠
し
い

年
の
瀬
に
第
れ
を
、
と
い
う
の
は
、　
　
　
　
　
　

か
、
に
関
心
が
移

っ
て
い
る
．
他
で
も

い
つ
し
か
日
本
の

一風
物

一
と
し
て
定　
　
　
　
　

な
い
、
現
在
の
私
た
ち
の

「世
界
」
の

着
し
て
い
た

．
い
ろ
ん
な
要
因
が
あ
る　
　
　
　
　

起
点
の
ひ
と
つ
と
な
る
も
の
だ
．

だ
ろ
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
の　
　
　

‘卜　
　

そ
の
事
を
考
え
る
た
め
に
も
、
こ
の

今
は
″
れ
を
経
て
、
第
几
と
い
う
、　
　
　
　
　
　

（尚
、
私
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
曲

な
か
な
か
に　

ユ一
常
な

一
芸
術
を
生
み　
　
　
　
　

を
弾
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
こ
ち
ら
の
方
も

出
し
た
近
へ
と
い
う
も
の
が
日
で
あ
る　
　
　
　
　

）よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）．

第
５
画
沖
縄
国
際
音
楽
票

「
第
九

‐
■　

０

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

主ヽ
催

・
同
実
行
委
員
会
、

共
催　

琉
球
放
送
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

）
が
２８

日
午
後
２
時
か
ら
、
宣
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場
棟
で
開
か
れ
る

．
小

学
生
か
ら
８０
代
ま
で
２
０
０
人
余
の
合
唱
団

が
、年
の
瀬
に
沖
縄
で
羊
九
を
響
か
せ
な
が
ら
、

沖
縄
の
旨
楽
文
化
の
発
展
や
国
際
交
流
の
推
進

を
図
る
．

過
去
４
回
の
開
崖
で

「第
九
」
と
と

も
に
定
書
し
て
き
た
沖
縄
国
際
音
楽

祭
．
今
年
は
第
１
部
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
由
ピ
ア
ノ
協
奏
曲　

第
９
番
変
ホ
長

調
Ｋ　

２
７
１

「ジ

ュ
ノ
ム

一
に
作
曲

家
で
ビ
ア
ニ
ス
ト
の
新
垣
隆
が
出
演
す

る
＾

ラハυ
　　

３一印嗜け」一一“一̈
）́「は一』籠以中

十ヽ
ノ　　

ｔ
ち
か
歌
っ　

ウ
■
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
熟
い
気
持
ち
を

「Ｈ̈　　
壽̈
〓』一一社一ｔ螂十た̈
〓碑「所〓」〓

】日″
　　

４一一一ち〓しヽ‐ま「「”卍森印̈
串一』“一一と

輔
轟鯖
饒
募
一一甜

，
Ｖ　
　

入
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
意
識
し
な
か
ら
聴
い
て
ほ

嘉卸ぃ
　　

¨̈
一〓請」嘘”〓凛」に一クランック昌巣

深
い
魅
力

参
加
者
が
理
解

オ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト

鍵
灘
男
子
と
協
演

２５
日

パ
レ
ッ
ト
劇
場

５
□
Ｅ
の
開
雀̈
■

ち

た
沖
縄

長

コ
際
占
楽
奈
の

「事
九
一
　

一沖
縄　

一貝

ク
サ
ー
ナ　

ス
テ
ハ
ニ
ュ
¨
ク
さ　

“
‘

問

い
合
わ
せ

＾
″
■
車

云
事
務

↓　

亀
■
０
９
Ｓ

・９
１
８

一
３
６

主
催

沖
縄
国
際
音
楽
祭
「第
九

‐
ｎ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

一
実
青

委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

■
催

琉
球
放
送

沖
埋
タ
イ
ム
ス
社

協
賛

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト　

県
経
営

音
協
会

琉
球

セ
メ
ン
ト

沖

一

輝
美
ら
島
財
口　

し

０
く
み

一

ね

っ
と　
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沖
縄
の
き
さ
ま
こ
ん
に
ら
は
，

沖
縄
で
第
九
を
歌
う
の
は
初
め
て

で
す
．
沖
縄
は
海
が
き
れ
い
で
人

情
味
あ
ふ
れ
、
平
和
を
頗
う
気
持

ち
が
と
て
も
強
い
地
域
だ
と
思
い

ま
す
「

そ
う
い
う
沖
縄
で
平
和
を
願
う

「第
九

一
を
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ス

ト
な
ら
び
に
合
唱
国
の
皆
さ
ま
と

共
演
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す

ぜ
ひ
多
く
の
方
々
と
感
動
を
具

有
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
―

皆
さ
ま
に
お
目
に
か
か
れ
る
の

を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
，

ん
が

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
す

る
。
彼
女
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族

楽
器
、
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
の
秦
音
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
．
伝
統
芸

能
が
盛
ん
な
沖
縄
と
の
文
化
交
流

に
も
期
待
し
た
い
．

沖
縄
の
人
も
参
加
す
る
合
唱
は

毎
年
確
実
に
上
達
し
て
い
る
．
合

唱
指
導
を
し
て
い
る
仲
本
博
彗
さ

ん
の
指
導
が
と
て
も
よ
く
、
こ
の

出
の
深
い
魅
力
を
参
加
者
全
員
が

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
．

ソ
リ
ス
ト
も
含
め
、
全
員
で
心

を
込
め
て
歌
う
の
で
、
「第
九

一

の
追
力
を
会
場
で
感
じ
て
も
ら
い

た
い
．
「
第
九
」
を
通
し
て
世
界

と
心
が
つ
な
が

っ
て
い
る
感
覚
を

味
わ

っ
て
ほ
し
い
．

携わることができて うれ し く

思つている .

舞台で歌う者 演奏する音

のエネルギーが一体になった

とき、観客もその輪の中に入

つて くれるだろう.オ ーケス

トラの響きとともに、とにか

く舞台を楽 しんではしい

これ まで立 った 1第 九Jの
舞台はいずれ も自分の しに 残

っている.一生縣命練習 して

本番に臨みた 0、
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痣 電
孵
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重厚な「歓喜」師走彩る

沖縄国際音楽祭「第九」
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
で
繊
細
な
演
奏
を
聴
か
せ
た
新
垣

隆

（中
央
）

公
演
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

「ピ
ア

ノ
協
奏
曲　

第
９
番　

変
ホ
長
調

Ｋ
。

２
７
１

『
ジ
ュ
ノ
ム
Ｌ

と

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「交
響
曲
第
９
番

二
短
調　

作
品
１
２
５

『合
唱
付

き
Ｌ

の
２
部
構
成
。

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
全
体
的
に
緩

や
か
で
温
か
み
の
あ
る
曲
調
の

中
、
軽
や
か
な
新
垣
の
ビ
ア
ノ
で

始
ま
る
第
１
楽
章
で
ス
タ
ー
ト
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
が

次
第
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
重
苦

し
く
さ
び
し
げ
な
第
２
楽
章
、
軽

快
な
第
３
楽
章
へ
と
向
か
う
。

終
盤
は
音
を
丁
寧
に
刻
む
新
垣

の
ビ
ア
ノ
が
全
体
を
リ
ー
ド
。
テ

ン
ポ
の
速
い
最
終
楽
章
で
は
次
第

に
緊
張
感
を
高
め
な
が
ら
ピ
ア
ノ

と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
競
演
を
大
団

円
に
導
い
た
。

「第
九
一
は
第
１
楽
章
か
ら
琉

球
交
響
楽
団
の
追
力
の
あ
る
演
奏

で
観
客
を
舞
台
に
引
き
込
ん
だ
。

第
４
楽
章
で
は
約
２
０
０
人
余

の
合
唱
団
に
続
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
ス
テ
パ

ニ
ュ

ッ
ク

・
オ
ク
サ
ー
ナ
、
県
出
身
の

兼
嶋
一麗
子
（ア
ル
ト
）
、与
儀
巧
（テ

ノ
ー
ル
）
、
仲
本
博
貴

（バ
リ
ト

ン
）
の
各
ソ
リ
ス
ト
が
登
場
。
オ

ク
サ
ー
ナ
の
温
か
み
の
あ
る
澄
ん

だ
ソ
プ
ラ
ノ
、
存
在
感
の
あ
る
与

儀
の
テ
ノ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ソ
リ

ス
ト
の
歌
声
に
導
か
れ
な
が
ら
、

壮
大
な

「歓
喜
の
歌
」
を
作
り
上

げ
た
。

第
５
回
沖
縄
国
際

音
楽
祭

の

主
催
は
同
実
行
委
員
会
．́
共
催

は
琉
球
放
送
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス

社
．．二
勤
賛
は
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
、

県
経
営
者
協
会
、
琉
球
セ
メ
ン
ト
、

沖

縄
美
ら
轟
財
日
、
し

ゅ
く
み

ね

っ
と
〓

新
垣
の
ビ
ア
ノ
軽
や
か
に

第
５
回
沖
縄
国
際
音
楽
祭
「第
九　

・・
ｎ　

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

が
２８
日
、
宣
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
。
琉
球
交
響
楽
団
の
演
奏
の
も
と
、
作
曲
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
新
垣
隆
を
迎
え
た
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
国
内
外
の
ソ
リ
ス
ト
と
約

２
０
０
人
の
合
唱
団
に
よ
る

「第
九
」
と
も
に
爽
快
、
重
厚
な
音

を
響
か
せ
て
師
走
の
沖
縄
を
彩
っ
た
。
指
揮
は
糸
数
武
博
。

（学
芸
部

・
天
久
仁
）

澄
ん
だ
声
を
響
か
せ
た

（前
列
左
か
ら
）
ス
テ
パ

ニ
ュ
ッ
ク

。
オ
ク
サ

ー
ナ
、
兼
嶋
麗
子
、
与
儀
巧
、
仲
本
博
貴
の
各
ソ
リ
ス
ト
＝
宜
野
湾
市

・
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

士
富
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